事業平成24年度地域支え合い体制づくり事業
実　績　報　告　書
団体等名　特定非営利活動法人　風小僧　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　団体の情報
　　当てはまる方の□にチェックしてください。

　☑　実施状況報告書と変更なし　　→以下の表は記入不要です

　□　実施状況報告書から変更あり　→以下の表に記入してください。
　　※実施状況報告書・・・平成24年10月に提出していただいた中間報告のこと
	代表者
	職（会長、理事長等）：

ふりがな

氏　名：

	会員人数
	人

	活動人数

(実際に活動を行う人数)
	人

	活動地域
	

	連絡先

(文書等の送付先として登録します)
	住所：〒

電話番号　　　：

ＦＡＸ番号　　：

メールアドレス：

　　 ふりがな

担当者氏名　　：

担当者の職　　：

（副会長、会計、事務等）　　　




※　上記以外で、県へ報告すべきと思われる昨年度からの変更事項がありましたら、御連絡ください。
２　平成24年度に実施した活動の種類に○をつけ、それぞれの項目に記入してください。


	活動の種類
	実施の有無
	活 動 の

実施頻度
	対象者
	対象人数

(実人数)

	1 　訪問活動


	
	
	
	

	②　あいさつ運動


	
	
	
	

	②　地域パトロール
	
	
	
	

	③　買い物支援


	
	
	
	

	④　除雪支援


	○
	希望世帯
随時
	高齢世帯
	４１人

	⑤　送迎サービス


	
	
	
	

	⑥　②～⑤以外の日常生活支援活動（ゴミ出し、草刈等）
	
	
	
	

	⑦　配食サービス


	
	
	
	

	⑧　地域の茶の間

（交流サロン、コミュニティカフェ）
	○
	月２回開催
	高齢者
育児母子
	２３４人

	⑨　人材育成

（研修会の開催）


	
	
	
	

	⑩　その他
	○
	
	集落支援員
	４８人

	（その他の活動概要）
他地区での「茶の間」開設支援に向けて魚沼市集落支援員を研修目的で毎開催２～４

名受け入れている


３　平成24年度に実施した活動の概要を記入してください。
　　
	Ｈ２４年度の活動決算金額：２８３，０００円
収入源：茶の間参加費：４５０円×２０８人＝９３，６００円　
除雪ボランティア謝礼：５０００円×２８件＝１４０，０００円
寄付金：５０，０００円

	【活動概要】

　※欄が不足する場合は、この用紙をコピーして使用してください。

　※今年度の活動報告について、総会資料等の既存資料がある場合は、その資料を送付してください。
１）訪問、買い物支援については事業開始当初からあまり歓迎されづ、体制の不備などの問題なのかと協議、検討しましたがいまだ決定的な要因は見つかっていません
地域の特性？ではないのかと言う意見も見られました、今後の課題としています。
２）除雪支援は大歓迎されている一方、今まで除雪を行ってきた地元業者との軋轢が生まれることまありますが、スコップ隊（県募集）などと連携して昨年以上の成果を上げています、地域自治会、スコップ隊、除雪ボランティア、除雪機の連携により細かなところまで除雪することができ「痒い所に手が届く」ような除雪体制ができました、これは降雪前に雪囲いなどの作業をすると共に自治会の地形に詳しい方との共同作業の成果だと思います。

３）茶の間の開設は会を重ねるごとに盛況になってきています、当初は民生委員さんからも協力いただき告知に力を入れてきました、その結果民生委員さんのご近所の方ばかりになり参加者の地域の偏りが顕著でしたが1年半が過ぎ参加者同士の結びつきも以前に増して親密になったように見受けられ参加者からの要望も多くなってきた特にこれからの季節は野外での開催を望む声が大半を占めている
外出手段が乏しい単身高齢者にとっての冬の生活は厳しく楽しみの少ない期間であるため特にこのような要望が強い、期待に応えるため昨年から「茶の間の遠足」を行っている往復３～４時間程度の場所でも参加者にとっては３０年ぶりに来たなどと大変満足な様子です。
４）その他　開設以来　魚沼市、財）魚沼市地域づくり振興公社からは協力をいただいております、このような関係から茶の間開設時に魚沼市復興支援員の方に1開催につき２～３名を派遣していただき研修を重ねてまいりました、今後この方々が中心となり市内他地域での茶の間の開設に向けた取り組みがなされようとしています
期待するとともに一緒になって事業の拡大と充実を推進したいと考えております。


様式１





様式１





実施した活動について記入してください。


つけてください。





実施した活動に○をつけてください。





様式１








